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びく草花の対照的な様相が現れた。これは、原本の現状からでは感じ取れない長谷川派の情趣といえる。つ
まり、安原さんの研究は、図像の錯綜によって長らく感得することができなかった長谷川派の絵画世界を復
元模写によって感得できるようにしたという点で高く評価することができる。 
復元模写によって示された画面内の風や情趣は、旧祥雲寺の室内装飾全体を考える上でも重要である。ひ
いては、発掘調査を経ながらも未解明部分が残っている旧祥雲寺の建築自体の推定にも関わる。従来、古典
絵画の復元研究は、画面内の問題に終始する傾向が否めなかったが、絵画という部分の復元が室内空間の復
元や建築空間の復元に関わる安原さんの研究は、絵画と建築が切り離せない障壁画の研究として注目に値す
る。さらに、卓越した画技によって、その方法論を実践した成果は大きく、博士（文化財）の学位に相当す
ると判断する。
